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播磨の法隆寺～国宝：鶴
かくりんじ

林寺～
　兵庫県放射線技師会東播支部の地域の一部をご紹介させていただきます。
大会は神戸市での開催ですが、電車で約30分、少し足を延ばすと加古川市
という所があります。今回は、加古川市にある鶴林寺という寺院をご紹介
します。

　鶴林寺は西暦589年、聖徳太子が16歳のころに仏教を広めるための道場
として建てられました。
　境内には国指定の国宝2件と重要文化財18件、県指定文化財12件、市
指定文化財24件があり、中でも太子堂（国宝）は兵庫県下最古の建築だそ
うです。他にも新薬師堂には十二神将が並ぶ中、ウインクをする摩虎羅（ま
ごら）大将の像や、宝物殿では奈良前期の代表的な銅造観音様であり、県
内の仏像彫刻中でも最古の部類に属する観音様（別名�®あいたた観音�¯：国
重要文化財）、室町時代の建築とされる三重塔（県
指定文化財）など、数々の歴史的・学術的価値のあ
る指定文化財を見ることができます。
　毎年1月8日には�®鬼追い�¯ の行事があり、私も
小学1年生の娘と行ってまいりました。天徳年中
（957～961）に始まったと伝えられ、国土安穏や五
穀豊
ほうじょう

穣などを祈る行事です。災いに見立てた鬼（赤
鬼・青鬼と小鬼4匹で、赤鬼は右手に松

たいまつ

明、左手に
斧
おの

、青鬼は矛
ほこ

を持っている）が登場し堂内を周回し
ますが、やがて追い払われて平和な年が来ることを
暗示します。もちろんコロナ禍の終息を祈願してき
ました。

加古川名物～かつめし～
　寺院だけではなく、加古川にもおいしいB級グルメがあります。かなり前になりますが、�° 秘密のケンミンSHOW�±
で陣内智則さんが紹介していた�®かつめし�¯…少しは有名になってきたと自負しています。

　ご飯の上にたたいて平たくしたビーフカツを乗せ、デミグラスソース系のた
れをかけたものを洋皿に盛り、お箸で食べる。
　これがおおまかなかつめしの定義とされています。この洋皿にお箸というの
が実に大きなポイントで、戦後間もないころに加古川駅前の食堂で考案された

�®お箸で気軽に食べることができる洋食�¯ というルーツから来ているといわれ
ています。
　今では加古川市やその周辺の100店舗以上で食べることができます。
　かつめしは、加古川市とその周辺では多くの飲食店や家庭で親しまれていま
すが、市外ではほとんど目にすることのない不思議なメニューです。ビーフ
だけでなくポークかつめしもお薦めです。私も子どものころから大好きなメ
ニューの一つです。ぜひ、この機会に召し上がってみてください。

　最後に、コロナ禍の中ではありますが、日本診療放射線技師学術大会が無事に開催されること、皆さんが楽しく過ごし、
たくさんの学びがあることを心より願っています。

鬼追い

太子堂（国宝）

新薬師堂

鶴林寺仁王門（県指定文化財）

第38回日本診療放射線技師学術大会に向けて

兵庫への道（神戸から全国へ）
　 ～BE KOBE～　　　　　　　　　　　　
公益社団法人兵庫県放射線技師会
東播支部　加古川中央市民病院　田井 博明

第5回
information
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information
4月・5月の講習会などスケジュールのご案内
■ 告示研修（基礎研修）： Web開催  2021年7月31日（土）から　【e-ラーニング形式】 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※お申し込み成立の日から告示研修終了まで何度でも視聴いただけます。

執務時間：月曜日から金曜日の午前9時30分より午後5時30分まで。
ただし、土曜、日曜、休日、祝日、創立記念日（7月13日）および年末年始（12月29日～1月3日）は
執務致しません。

事務所
案内

　プログラムは、エチケット・マナー・医療安全・感染対策・気管支解剖・胸部撮影基礎（都道府県により違いあり）など、
現場ですぐ役立つ知識です。会員・非会員を問いません。
　日程と会場については変更される可能性がありますので、詳細は、都道府県技師会までお問い合わせください。

■ フレッシャーズセミナー開催予定：　　佐　賀　　4月23日（土）　　　群　馬　　4月24日（日）

診療放射線技師のための
フレッシャーズセミナーのお知らせ

information

information
　「業務拡大に伴う統一講習会」「診療放射線技師基礎技術講習」「告示研修（実技研修）」の開催日程につきましては、
ホームページで随時更新しておりますので、そちらをご参照ください。

ホームページ閲覧のお願い

■ 「業務拡大に伴う統一講習会」開催日程：www.jart.jp/activity/lifelong_study/2022_schedule.html
■ 「診療放射線技師基礎技術講習」開催日程：www.jart.jp/activity/lifelong_study/ib0rgt00000081c3.html
■ 「告示研修（実技研修）」開催日程：www.jart.jp/activity/lifelong_study/kokuji_schedule_2022.html

　私たちは、社会（人間の集団的協働生活の場）の中に生きて
います。家族社会や職場社会などに生きている限り、コミュニ
ケーションは不可欠といえ、生きている限り誰かとコミュニ
ケーションを取り続けています。
　私たちは、普段2つのきき方をしています。日常生活の場で
は多少の取り違いがあっても気にも留めずやり過ごしたり、自
分にとって都合のいいようにきいていることがあります。この
きき方には「聞く」が当てはまります。それに対して、大切な
ことを伝えるときや相互理解を深めようとするときには、相手
が言おうとしていることをそのまま理解するために十分耳を傾
けようとしています。そのきき方には「聴く」が当てはまりま
す。これらについてどちらがいいといえるものではなく、その
場に応じて使い分けなければなりません。
　またそれぞれに対してこたえ方も違っています。「聞」→「答」

が、「聴」→「応」が対応しています。字の構成を見ると、前
者は“耳できいて口でこたえる”となっているし、後者は“心
できいて心でこたえる”となっています。本当に反応するきき方、
言い換えれば、分からないのに分かったようなフリをするので
はなく、分からないと正確に伝えることがそれに当たります。
　「聴く」とは、相手の言わんとすることを、相手の立場に立っ
てそのままきくことです。
　相手の言葉の裏にある気持ちを感じながら相手の考えや気持
ちを評価しないで受け入れることを、日常の仕事や生活の中で
活用できれば、人間関係が良好になるばかりでなく、自分自身
が人前に立つのが楽になります。
　コミュニケーションを取るということは、お互いに相手の考
えや気持ちを分かろうと努力することです。
 （文責：山本 英雄）

五 感 f i v e  s e n s e sシリーズ・連載
s e r i e s  s e r i a l i z a t i o nきき方につ いて


